
高岡の鉄軌道を活かした市民の移動低炭素化構想 
～ 市民活動・市民意識のそばにある公共交通を目指して ～ 

代表提案者 高岡市 

商工業都市として発展してきた高岡市。中心市街地の空洞化や市街地分散、高齢化の進展、過度な自動車依存が課題となっているなか、2015年春
の北陸新幹線開業を迎え、街は大きく変わりつつある。本構想では、これを好機と捉え、市民の熱意で存続させた「街のシンボルである万葉線」など
の鉄軌道や市民と行政の連携力を活かした、①官民協働による公共交通活用・低炭素化、 ②交通まちづくり連携による低炭素化、③市内交通モード
の低炭素化の3つのプロジェクトを推進することで「行政と市民が一体となった公共交通利用促進による低炭素都市 高岡」を目指すものである。 
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